
一番わかりやすい入門書

『インターネット』

95年7月にテレビ朝日系で

インターネットを利用しながら

紹介していく特番「2015

20年後の君へ インターネッ

トからの出発（たびだち）」が

放映されたことを覚えている方

も多いことだろう。その中で

要点を解説していた村井純氏

が、そのままの明確さでイン

ターネットを詳しく説明してい

るのがこの本である。村井氏

は日本のインターネット黎明

期にJUNETやWIDEプロジェ

クトでリーダーシップをとって

おり、この本でありのままの日

本のインターネットの姿を紹介

し、インターネットの原理と

意味をコンパクトに説明して

いる。とくに4章ではほかの本

には見られない日本のインター

ネットの変遷について語られて

いる。当時のネットワークを

構築する苦労がうかがえて興

味深い。95年はインターネッ

トブームがおこり、インターネ

ットを解説する本は山のよう

に出版されたが、多くは

必要以上にインタ

ーネットをほめた

たえたり、インタ

ーネットを知らな

いとこれからは生き

残れないといった脅迫めいたも

のばかりで、この本のようにい

やみなくインターネットを解説

した本は少ない。たった千円

でインターネットを知ろうとす

るのなら、この本を買って喫

茶店でコーヒーを飲みながら読

むのがベストだろう。

『ビーイング・デジタル』

学生の頃、アルビン・トフ

ラーの「第三の波」を読んで

レポートを書かされたことを思

い出した。今、自分が講師だ

ったら、この春社会に飛び出

す学生にこの本でレポートを書

かせるだろう。MITのメディア

ラボの所長であり、カリフォ

ルニア大の客員教授でもあっ

た著者がインターネットや通信

業界に与えた影響は大きい。

彼が「明日のデジタルライフ」

を語った本書は全米ベストセ

ラーになっている。的確な比

喩とウイット

に富んだ

筆 致

で、デジタル革命の世界に読

者は引き込まれることだろう。

有線で送られる電話の情報と

無線を使って送られるテレビ

やラジオなどの情報は将来持

ち場を交換し、有線でテレビ

やラジオが、無線で電話の情

報が送れるようになるだろうと

いう通信の世界で使われる有

名な概念「ネグロポンテ・ス

イッチ」を自らが説明して、

これからのデジタル革命の媒体

や価値観、ビジネス、インタ

ーフェイスを幅広く扱ってい

る。それでいて、多くのエピ

ソードを盛り込んでいるので、

技術書のような難解さはない。

また、内容は先端的な事柄を

記してあるにもかかわらず、適

切な説明が文中でなされるた

め、用語で中断することなく

読みすすめられる。コンピュー

タ技術者以外の人にも読んで

もらいたい。

明日の生活はデジタルライフ

1996年初めに読む本
菊地宏明 ●Hiroaki Kikutchi

『ビル・ゲイツ未来を語る』

昨年ウィンドウズ95で話題

を提供したマイクロソフト社の

会長兼CEOであるビル・ゲイ

ツ氏の初めての著作である。

20年で売り上げ60億ドルの企

業を築きあげた著者が、20年

を振り返り、さらに情報化社

会の未来を予測している。こ

の本で彼の技術者や経営者と

してのセンスをそこここに見つ

けることができるだろう。たと

えば「マイクロソフトのスロー

ガンは、Information At Your

Fingertips（指先に情報を）

というものだが、この言葉は、

ネットワークそのものよりも、

そこから得られる利益に焦点

を当てている」とか、「進

歩はいやでもやってく

るのだから、それ

を最大限に

利用し

ない手はない- わたしはそう考

えるタイプの人間だ」という。

独自のビジネス哲学を持った

彼はインターネットを次のビジ

ネスのターゲットに選んだ。

「もしコミュニケーションがた

だ同然になったらどうなる？」

という問いかけをビジョンの糸

口にして、未来を語っていく。

奇しくも95年12月にコンパッ

ク社の会長ベン・ローゼン氏

はインターネット関連ビジネス

について「ネットスケープのよ

うな新興企業と、マイクロソ

フトのようにすでに成功した企

業との戦いが見物だ」とコメ

ントしている。ならば、この本

は必読だ。

世界が注目する“彼”の著書

ビル・ゲイツ著
西　和彦訳
アスキー発行

446頁
1800円

ISBN：4-7561-0231-X

村井　純著
岩波書店発行

206頁
650円

ISBN：4-00-430416-4
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ニコラス・ネグロポンテ著
福岡洋一訳

西　和彦監訳
アスキー発行

342頁
2200円

ISBN：4-7561-1604-3
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『マッキントシュWWW
パーフェクトガイド』

マッキントッシュでWWW

を利用するユーザーがさらに一

歩ステップアップしたいときに

読みたい解説書。WWWの背

景やブラウザーの概要とブラウ

ザーの利用解説、電子出版の

ためのHTML レクチャー、

HTTPサーバーの構築の3つの

柱からなる。ブラウザーの解

説では、原書はMacWebや

NCSA Mosaicを例にあげてい

たのに対し、日本版ではほぼ

標準ソフトといえるNetScape

Navigatorを中心にまとめ直

されている。あれこれとよくば

らない結果読みやすくなった。

利用するために十分な情報が

盛り込まれている。謎めいた

イントロで始まるNavigatorの

マニュアルよりも読みやすく、

身近に置いておきたい。

HTMLの文法に関する記述は

少ないが、「こうしたまちがい

を起こしやすい」といったガ

イドラインはHTML作成

の参考になる。3つめ

の柱となるのは

MacHTTP（マッ

キントッシュ用

HTTPサーバーソフト）

の解説だ。本誌付属のCD-

ROMなどでソフトは知ってい

てもあまり解説されないので使

ったことがない人も多いはず。

このサーバーソフトでWWW

情報を発信する環境を作って

いく。クリッカブルマップ作成

などで重要となるAppleScript

やAppleEventに関する説明

に乏しいので、これらを解説

した本と併読しなけ

ればならない。

Mary Jane Mara著
インプレス・ラボ監訳
インプレス発行
206頁

1800円
ISBN：4-8443-4725-X

マックで作れるWWWサーバー

『INTERNET TV with
CU-SeeMe』

本誌でおなじみのテレビ会

議ソフトCU-SeeMeを解説し

た本がやっと出た。クライア

ントの導入からリフレクターの

設置まで、CU-SeeMeのこと

がこの1冊でわかる。マッキン

トッシュ、ウィンドウズ3.1/95

へのインストレーションや使い

方が解説されており、パワー

マッキントッシュで初期のオー

プントランスポートにみられる

TCP/IPがうまく動かない問題

を避ける方法もその中で説明

されている。さらに、あまり解

説されることのないリフレクタ

ーのコンフィグレーション時の

オプションも取り上げられてい

る。リフレクターはSunなど

のワークステーション以外にも

L i n u x 、

FreeBSD

といったイ

ンテルCPUベー

スのUNIXやウィンド

ウズNT、さらにA/UXや

MachTenなどのマッキントッ

シュベースのUNIXに載せる方

法が説明されている。パソコ

ンでリフレクターを立ち上げよ

うと考えているのなら参考にす

るとよい。また、リフレクター

を作るのはどうも･･･という消

極派は、世界のリフレクター

ガイドを参照して、世界中の

インターネットピープルへアク

セスしても面白い。そのほか

CU-SeeMeに似たテレビ会議

システムもいくつか紹介されて

おり、インターネットで行うテ

レビ会議システムを知るにも適

している。

CU-SeeMeの完全ガイド

Michael Sattler著
Sams.net Publishing発行
300頁
25ドルUSA
ISBN：1-57521-006-1

『そのまま使えるEメールの
書き方・使い方』

英文電子メールを利用する

ための英語学習の本。例文、

単語と熟語の説明、翻訳、ポ

イントという項目で53の例文

をあげ、電子メールで使われ

る表現を学べるようになってい

る。例文はお知らせや問い合

わせといった目的別に18例

文、スポーツ、買い物、旅行

などのトピック別に35

例文が用意され

ているが、

そのまま

例 文 を

活用しよう

とするなら、

もっと例文を載

せてほしいところ

だ。これだけ見ると、

英語の本で、電子メールとは

あまり関係ないように思える

が、電子メールでは書き方が

手紙と違うので参考になる。

もっとも、年賀状の図版集の

ように例文をそのまま真似て

電子メールを出そうといって

も、英語が苦手な人にはけっ

こう無理がある。きっと学生

の頃の英文読解の参考書を思

い出してしまうことだろう。英

語を使っている人が、電子メ

ールを出すときの作法を例文

で学ぼうとする使い方のほうが

しっくりとくると思われる。と

ても残念なのは、いい文を書

くポイント、たとえば「受動

態を多用すると積極性に欠け

被害者意識の強い人間と思わ

れる」といった英文嫌いには

目からウロコが落ちるようなこ

とがうまくまとめられてないこ

とで、このような原則を前提

に例文を解説してくれればお

もしろかった。

永綱浩二、石塚美佳、
澤木　泰代著

日本経済新聞社発行
206頁
1800円

ISBN：4-532-14414-0

英語の電子メール文例集
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